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社報タイトル「貢献」は社内で

掲げる平成 29 年の標語です。 
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平成 29 年度 入 社 式 

 ４月３日（月）に平成２９年度入社式が行われまし

た。本年度入社しましたのは、小池里沙、坂爪理香、

高瀬麻未の女性三名になります。 

 所長訓示、在職者の歓迎の言葉、また新入社員の三

名がそれぞれ今後の抱負を述べました。 

 内勤の女性職員である為、皆様のお目にかかる

機会は少ないかとは思います。ですが皆様が当事

務所を訪れた際には明るく笑顔で対応できるよ

う心がけておりますので、どうぞよろしくお願い

致します。 
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所 長 訓 示 
 平成２９年４月３日、桜満開のこの良き日に、当事務所に新たな三名の社員を迎えるこ

とが出来ましたこと、本当に嬉しく思います。 

 新社会人としての三名の皆様は今までの学生生活から社会人としての第一歩を今日から

歩み出す記念すべき日であります。この記念すべき日を迎えられたのも、今まで自分を育

ててくれた親、家族、先輩、友人がいて、今日があり、これからの日々があるのです。先

ずは両親に感謝の気持ちを新たにしてください。 

 さて、今までの学生生活としての気持ちを一転し、新入社員のみならず在職者にも徹底

してほしい事として「報告」を挙げさせていただきます。企業のトップの多くが一番ダメ

な社員と言っているのは「仕事のできない人」や「やる気のない人」以上に「報告をしな

い人」です。 

 報告をしないとお客様を怒らせてしまうこともあり、それが大事なお客様を失う事へ直

結する場合もあります。また、大問題にはならなくとも仕事が遅れたり間違ったやり方で

行われてしまっていることもあり、マイナスしかありません。さらに報告をしない人は、

成果を上げても長続きせず、次第に自己中心的になり、人の言う事を素直に聞かず、隠れ

て勝手なことをしたり、失敗を隠そうとし、より大きな失敗により困り、会社を去ること

も少なくありません。 

 報告のできない理由としては、①習慣がない、特に学生は学校でも家庭でも習慣化され

ていない。②報告の大切さ＝仕事の成果より大事だと言う事を知らない事、の二つが上げ

られます。また上司が部下に、先輩が後輩に「やってくれた？」「できましたか？」「終わ

りましたか？」と過度に聞いてしまうと「聞かれなければ答えない習慣」が身についてし

まいます。求めなくてもするのが報告です。報告のルールを身に着けてください。 

 このような事を前提に、これから仕事をしていく上で悩むことが非常に多くなるでしょ

う。しかし先輩も皆、同じ道を通っています。 

人間は自分の弱さ、失敗を隠そうとします。新人は失敗するのが当たり前です。けれど

失敗というのは相談し、指導してもらえることであり、新人は何度でも質問できるという

特権を持っています。自分の弱みを曝け出し、皆に補ってもらえるような人間関係を創っ

ていくのが重要です。 

先輩方は皆、報告を待っています。成果がなくても、失敗があっても、うまくいかなく

てもその事実を知りたい、隠さずに教えて欲しいと思っています。また、上司や責任者、

先輩社員は今まで以上に率先して報告してください。皆さんが報告に力を入れる姿を見て、

新入社員もまた報告の習慣を身に付けていきます。 

 先輩達から知識を貪欲に吸収し、自らも創意工夫して一日も早く戦力となってもらいた

いと念じています。 

平成２９年４月３日 入社式において 
代表社員税理士 小 林 政 氏 
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このたび小林合同会計に入社致しました、小池里沙と申します。 

私は学生時代、毎日健康を維持できるよう心がけてきました。そのため欠席も少

なくしっかりと学校に通うことができました。 

当たり前のことですが、社会人になる上では重要なことだと思いますので、これ

からも意識していこうと思っています。 

環境が変わり慣れないことが多く、覚えることがまだまだたくさんありますが、

一日一日を大事にして、精一杯頑張っていきます。 

Aoki Risa 

はじめまして、四月から小林合同会計に入社致しました坂爪理香と申します。 

実は私の母も私と同じ年頃にこちらの事務所に勤務しておりました。 

その母に会計事務所で働けば、パソコンのスキル、事務能力、一般常識を身に付け

ることができ、上司の方も親切で、自分の役に立つことも多いと勧められ興味を持ち、

この会社に応募させていただきました。働き始めて今はとても楽しいです。 

まだ、分からないことだらけですが、一日も早く役に立てるよう頑張りたいと思い

ますのでどうぞよろしくお願い致します。 

Sakatume Rika

はじめまして。 

四月から小林合同会計に入社することになりました、高瀬麻未と申します。 

高校では、商業簿記やワード、エクセル等の検定取得のために勉強しました。実務

で使ったことはなかったので初めてのことが多く、わからないことも多いと思います

が、目の前の仕事を一つずつ丁寧に取り組み、事務所の諸先輩方に教わりながら実務

や専門的知識を学び、一日でも早く身につけて、一生懸命頑張りたいと思います。 

これからどうぞよろしくお願いします。 

Takase Mami 

小池里沙  

坂爪理香  

高瀬麻未  
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尾 男 
Tsukio Yoshio

講師：東京大学 名誉教授 

『ＩｏＴ社会の真実』～これから起きる経営変革～

Internet of Things 

毎年多数の参加申込みをいただき、誠にありがとうございます。

今年も６月６日㈫に川口総合文化センターリリア

４階音楽ホールにて特別講演会を主催致します。

◇ 経 歴 ◇ 

１９４２年愛知県生まれ。１９６５年東京大学工学部卒業。１９７１年東京大学工学系大

学院博士課程修了。１９７８年工学博士。 

名古屋大学工学部教授、東京大学工学部教授、東京大学大学院新領域創成科学研究科教授、

総務省総務審議官などをへて現在は東京大学名誉教授。専門はメディア政策。著書は『縮

小文明の展望』『１００年先を読む』『先住民族の叡智』など。趣味はカヤック、クロスカ

ントリースキー。２００４年ケープホーンをカヤックで周回。 

ＴＢＳラジオ朝の番組『森本毅郎スタンバイ！＜日本全国８時です＞』に毎週木曜又は金

曜に出演中 

. 

日  時 ６月６日㈫ ≪開場≫１７：００ ≪講演≫１８：００～１９：３０ 
会  場 川口総合文化センターリリア４階音楽ホール 
参加費用 無料 
定  員 先着６００名 
 講演終了後、１階展示ホールにて異業種交流懇親パーティを開催いたします。 
 お気軽にご参加ください。（参加費無料） 
 

詳しくは弊社並び各担当者へお問い合わせください。

皆さまのご参加、心よりお待ちしております。

 

第１４回 特別講演会のお知らせ


